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１. 「平成 30年 7月豪雨」の大雨の特徴 
 「平成 30 年 7 月豪雨」（以下、本事例）
では、停滞した梅雨前線と台風第 7 号の影響

























量の総和を、1982 年 1 月 1 日～2018 年 7
月 10 日の任意の 3 日間で比較すると、2018
年 7 月 5 日～7 日の 3 日間降水量は、全国お








第 2図 全国のアメダス地点（比較可能な 966地点）




第 3 図 西日本～東海地方におけるアメダス 72 時間
降水量の、6月 28日～7月 8日の期間における最大値 
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 第 4図 全国のアメダス地点（比較可能な 966地点）
で観測された任意の 3日間降水量の総和の順位（1982
年 1月～2018年 7月上旬での統計による） 









 大気循環場の解析には気象庁 55 年長期再
解析（JRA-55、Kobayashi et al. 2015）、海
面水温（SST）の解析には COBE-SST（Ishii 
et al. 2005; ）を用いた。ここで、平年値は
1981～2010 年の 30 年平均値、偏差は平年
値からのずれで定義した。降水量のデータに
は JAXA/EORC 作成による GSMaP 降雨プ
ロダクトによるデータ（以下、GSMaP; 

































第 7図 2018年 7月 5日～7日で平均した、(a)200hPa高度と(b)海面気圧 






られる（第 6 図(b)）。 










































































𝑞𝒗 = (?̅? + 𝑞′) (?̅? + 𝒗′)

















3.3  渦位収支解析 
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